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Ｏ
の
表
の
下
端
は
、
他
の
木
筒
か
ら
推
察
す
れ
ば

「
入
」
で
あ
る
が
、
「
―
」

（擦
線
）
に
し
か
見
え
な
い
。
裏
は
中
央
よ
り
若
干
下
の
部
分
に
一
字
記
さ
れ
て

い
る
が
不
明
。

以
上
の
五
点
は
、
三
ノ
丸
（米
蔵
）
に
伴
う
も
の
で
、
米
俵
に
付
し
た
付
札
と

考
え
ら
れ
る
。
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粗
殻
も
多
く
出
上
し
た
の
で
、
陶
磁
器
な
ど
を
糎
殻
で
保
護
し
て
搬
入
し
た

際
の
付
札
で
あ
ろ
う
か
。

９
　
関
係
文
献

仙
台
市
教
育
委
員
会

『
仙
台
城
三
ノ
九
跡

発
掘
調
査
報
告
書
』

翁
仙
台
市
文

化
財
調
査
報
告
書
　
第
七
六
集
』
一
九
八
五
年
）

（結
城
快

一
）

官
城
・市
川
橋
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
官
城
県
多
賀
城
市
高
崎
字
水
入

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年
（昭
５９
）
一
月
を
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
多
賀
城
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
一局
倉
敏
明

・
滝
口
　
卓

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
？
平
安
時
代

７
　
述退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

市
川
橋
遺
跡
は
、
特
別
史
跡
多
賀
城
跡
の
西
側
か
ら
南
側
に
か
け
て
、
遺
跡

の
西
側
を
南
北
に
流
れ
る
砂
押
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
自
然
堤
防
上
に
立
地

し
て
い
る
。
多
賀
城
跡

の
周
辺

遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、　
一
九
七

九
年
か
ら
多
賀
城
市
教
育
委
員

会
が
実
施
し
て
き
て
お
り
、
館

前
遺
跡
を
は
じ
め
、
次
第
に
周

辺
地
域
の
様
相
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

調
査
は
、
住
宅
建
設
に
伴
う

事
前
調
査
と
し
て
実
施
し
た
。
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1984年出上の木簡

一

検
出
し
た
遺
構
は
、
古
代
の
濤
跡
五
条
で
す
べ
て
が
重
複
関
係
を
有
し
て
お

り
、
木
簡
は
最
も
古
い
溝
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
遺
物
は
、
須
恵
器
杯
、
高

台
付
杯
、
甕
、
赤
焼
き
土
器
杯
、
灰
釉
陶
器
皿
、
瓦
、
土
錘
、
木
製
品
、
鉄
製

品
、
砥
石
な
ど
が
あ
る
。
墨
書
土
器
は
二
三
点
を
数
え
、
そ
の
中
に
は
須
恵
器

奏
の
体
部
に

「
…
郡
進
」
と
墨
書
さ
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。
木
製
品
に
は
、

木
簡
の
他
に
盤
、
曲
物
の
蓋
板
と
底
板
、
弓
な
ど
が
あ
る
。

調
査
区
に
隣
接
す
る
地
区
か
ら
は
、
平
安
時
代
前
半
ぞ
後
半
に
わ
た
る
掘
立

柱
建
物
跡
、
竪
穴
住
居
跡
、
井
戸
跡
な
ど
の
住
居
施
設
や
、
水
田
跡
や
溝
跡
な

ど
の
生
産
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
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・
内
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育
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跡
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報
告
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―
昭
和
五
八
年
度
発
掘

調
査
報
告
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―
』
盆

九
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年
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官
城
。
多
賀
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
宮
城
県
多
賀
城
市
市
川

・
浮
島

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年
（昭
５９
）
九
月
ィ

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
一局
野
芳
宏
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
国
府
跡

６
　
ｕ退
跡
の
時
代
　
奈
良
時
代
ｉ
平
安
時
代

７
　
述退
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

多
賀
城
は
、
奈
良

・
平
安
時
代
の
陸
奥
国
府
で
あ
り
、
奈
良
時
代
に
は
鎮
守

府
も
併
置
さ
れ
て
い
た
。
外
郭
は
一
辺
六
七
〇
ぞ

一
〇
〇
〇
ｍ
は
ど
の
不
整
方

形
を
な
し
、
そ
の
ほ
ぼ
中
央
に
東
西

一
〇
三
ｍ
、
南
北

一
一
六
ｍ
の
政
庁
跡
が

あ
る
。
調
査
の
結
果
、
政
庁
跡
に
は
大
別
し
て
第
ｌ
ｉ
Ⅳ
期
の
変
遷
が
把
握
さ

れ
る
。
各
期
の
年
代
は
、
第
Ｉ
期
が
多
賀
城
創
建
の
八
世
紀
前
半
を
八
世
紀
中

頃
、
第
ｌ
期
が
八
世
紀
中
頃
イ
七
八
〇
年
の
伊
治
公
砦
床
呂
の
乱
に
よ
る
焼
失

ま
で
、
第
Ⅲ
期
が
そ
の
復
興
イ
八
六
九
年
の
貞
観
の
大
地
震
に
よ
る
被
災
ま
で
、

第
Ⅳ
期
が
そ
の
修
復
ｉ
政
庁
の
終
末
で
あ
る
一
〇
世
紀
中
頃
ま
で
と
な
る
。

今
回
木
簡
が
出
上
し
た
の
は
、
外
郭
西
辺
低
湿
地
の
区
画
施
設
の
構
造
と
そ

の
変
遷
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
第
四
七
次
調
査
で
あ
る
。

外
郭
西
辺
で
は
、
今
次
調
査
区
の
南
方
約

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
地
点
を
対
象
と
し
た
一

一Ｂｒ
，




